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もたらされた高性能な製品の売上が

高収益に繋がりました。更に前年度から

の繰越し注残分の出荷が想定以上に

順調に進行した事も好業績の要因の

一つです。

　また各グループ会社が得意とする

市場、製品に関しても大きく伸ばしました。

日本では化学、医薬、電子、欧州ではミネ

ラルや樹脂向け、米国を中心にプラス

チック薄膜の製造装置が大きく伸びま

した。5層を中心とした高機能フィルムの

用途が多く、好調な景気を背景に高水準

を維持しています。

　配当金は従来通り、安定配当の考え方の

もと、期間利益の反映を図る所存で、配当

性向は30％を目標に1株当たり55円00

銭とさせていただきました。

　また、大阪工場やロジスティックセン

ター建設（ドイツ）、工作機械の無人化

（オランダ）など、生産基盤構築のために

設備投資を進めています。

　無人化やEV化に向けて全固体電池

や車載モータ、ロボット制御やセンサー

関連の電子部品が伸長すると思われます。

当社が得意とする超微粉砕や高精度な

分級技術に加え、粒子設計の技術により

高機能な新素材の開発に役に立つ粉体

技術を提供します。　

　また、IIoTの活用によるソリューション

ビジネスを含めた総合サービス事業への

新たな展開やAI技術による技術伝承の

問題などにも取組んでまいります。

　株主の皆様には、引き続き当社グループ

への温かいご理解、ご支援を賜りますよ

う何卒よろしくお願い申し上げます。

2019年6月

　株主の皆様には、平素より当社グルー

プの事業運営に格別のご理解とご支援を

賜り、厚く御礼申し上げます。

　2017年10月より“グローバルマーケ

ティングの推進”をキーワードに第16次

中期3カ年経営計画を進めております。

お客様のニーズに応える新製品の開発、

グループシナジーを発揮した受注活動、

顧客満足第一のアフターセールスや受託

加工事業など、各々の基本施策は順調に

進行中で、グループ一体となりブランド・

収益力の強化に邁進しております。

　国内外で食品分野での高額・高収益

案件が貢献した前年同期とは異なり、

今期は当社が長い間、お客様と築きあげた

信頼関係の中で、素材や製品の高機能

性、高付加価値を求められる顧客要求

に対して、グローバルな研究開発から

代表取締役会長 兼 社長
代表執行役員

上半期の概要と今後の取り組み

配当政策について
教えてください。Q
安定的な利益配分と
将来に向けての先行投資を
進めていきます。
A

今後の成長分野について
教えてください。Q
車載、IIoT※関連の
高機能性素材市場に向けて
新製品を投入し続けます。
A

2019年度上半期における
好業績のポイントを
教えてください。

Q
グループシナジーによる
総合力と長年培った技術力に
よる高付加価値製品が
高収益に繋がりました。

A
※IIoT：Industrial Internet of Things、産業分野

向けIoTのこと

第2四半期連結累計期間に
おいて、2期連続で
売上、利益ともに
過去最高を更新しました。



グループ一体となったグローバルマーケティング
推進によるブランド力と収益力の強化

第16次 中期3カ年計画 （2017年10月～2020年9月）

ホソカワミクロングループの強み

基本方針

基本施策と進捗

研究開発 受託加工 マテリアルビジネスアフターセールス

革新的な粉体技術を提供し続ける世界トップ企業へ

粉体技術の新しい市場創出 顧客ニーズに応える新技術常に高付加価値製品を提供

顧客満足の向上に繋がる総合サービス事業の展開

グループ企業集団のシナジー効果を最大限に生かす組織運営

製品・技術開発の
分担

最新マーケティング
情報の共有

製品・部品の
相互供給

本体に直結させるフラットな組織
グローバル
マーケティングの
推進

グループ戦略の
構築・遂行

グループ事業運営の
最適化

新製品開発と
製品改良による
高付加価値化と
コストダウンの推進

アフターセールス、
受託加工事業の
拡大および
顧客満足の向上

中期経営計画

● グローバルで販促展開する製品の提案

● 市場別アプローチを検討

● 性能アップとコストダウンを実現した

新製品を開発

● 新連結会計システム稼働

● 製造プロセスの最適化、遠隔監視などの

粉体技術総合サービスによる部品販売強化を

推進

● 受託加工事業、新市場となるブラジルに

合弁会社設立

食品や車載向け新分野への営業展開

● グループシナジー発揮による販売活動を

日欧米で推進中

● タイ駐在員事務所開設

迅速・的確な市場調査を推進中

プラスチック
薄膜関連事業粉体関連事業



新工場のねらい
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※2017年4月1日、普通株式5株を1株とする株式併合を実施。
　株式併合前の配当金については、併合後の基準にて換算し、記載。
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生産効率向上

財務ハイライト 非財務ハイライト

省エネ対策
太陽光パネル設置
•災害時・停電時の
   電力供給
•CSR向上

安全性確保
防音室設置
•試運転時の
   作業環境改善

3次元測定器設置
•作業効率アップ

更なる収益性向上をめざし、
大阪工場建設プロジェクト進行中

完成予定図（2020年12月竣工予定）



　さまざまな産業分野で用いられる粉状

の原料や製品について、砕く、大きさ別に

分ける、混ぜる、乾かす等の加工を行う

粉体処理装置および日本市場における

環境保全や製品捕集に用いる集じん装置、

クリーンルームの開発・製造・販売とシス

テムエンジニアリングを行う事業です。

　また、ナノ複合粒子技術を応用した

新素材や化粧品・育毛剤等の開発・製造・

販売・受託研究を行うマテリアル事業、

材料の加工を請け負う受託加工事業も

当事業の一翼を担っています。

　食品包装や電子機器類保護に用いる

多層構造の高機能フィルム製造装置の

開発・製造・販売とシステムエンジニア

リングを行う事業です。当事業を展開

するホソカワアルピネAG（ドイツ）は、

インフレーション法※によるプラスチック

フィルム製造装置の専業ブランドとして、

世界で広く認知されています。

事業別概況

＜事業展望＞

＜事業展望＞

粉体関連事業

プラスチック薄膜関連事業
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中間期 通期

民生品市場が好調。
特に下記の市場が牽引。
海外：建材・充填剤向けの鉱産物や、

プラスチックフィルムのリサイ
クル、食品

日本：携帯端末・車載機器向けの電子
部品の原料

世界経済の好調堅持によりプラスチッ
クフィルム製造装置の需要が堅調。
高機能多層フィルム（5層以上）に加え、
消耗品用の少層（単層・3層）フィルムの
需要が高く推移。

69
81

73.0％

27.0％

※溶かした数種類の異なる樹脂を円筒状に何層に
も押出し、その中に空気を吹き込んで風船のよう
に膨らませてフィルムを作る製法。

電気自動車 フィルムのリサイクル

多層フィルム 少層フィルム



トピックス会社情報

https://www.hosokawamicron.co.jp/

株主メモ
事 業 年 度
定 時 株 主 総 会
基 　 準 　 日

公 告 の 方 法

株主名簿管理人および
特別口座の口座管理機関
株 主 名 簿 管 理 人
事 務 取 扱 場 所
(郵 便 物 送 付 先)

(電 話 照 会 先)
(インターネットホームページURL)

10月1日から翌年9月30日まで
毎年12月
定時株主総会　毎年9月30日
期 末 配 当　毎年9月30日
中 問 配 当　毎年3月31日
そのほか必要なときは、あらかじめ公告して定めた日
電子公告(当社ホームページに掲載いたします)
https://www.hosokawamicron.co.jp/
東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
三井住友信託銀行株式会社
大阪市中央区北浜四丁目5番33号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部
〒168-0063 東京都杉並区和泉二丁目8番4号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部
0120-782-031
http://www.smtb.jp/personal/agency/index.html

ホソカワミクロン株式会社
HOSOKAWA MICRON CORPORATION
大正5年4月18日（1916年）
昭和24年8月13日（1949年）
144億96百万円
349名(単体)、1,590名(連結)

会社概要 平成31年3月31日現在（2019年）
商 号
英文商号
創 業
設 立
資 本 金
従業員数

国内    2社、   6拠点
海外  15社、16拠点

世界 13カ国、17社、22拠点

「コーポレートガバナンスに関する報告書」を当社ホームページ内の「投資家の皆様へ」のぺージに掲載しております。

住所変更、単元未満株式の買取等のお申出先について
株主様の口座のある証券会社等にお申出ください。
なお、証券会社等に口座がないため特別口座が開設され
ました株主様は、特別口座の口座管理機関である三井
住友信託銀行株式会社にお申出ください。

未払配当金の支払いについて
株主名簿管理人である三井住友信託銀行株式会社に
お申出ください。
※配当金は支払開始の日から満3年(除斥期間)を経過
しますと当社定款の定めにより、お支払いできなくなり
ますので、お早めにお受け取りください。

POWTECH 2019出展

当社グループは、2019年4月、ドイツのニュルンベルクで開催された「POWTECH 2019」に出展しま

した。世界最大規模の粉体技術の展示会で、ドイツ、オランダ、イギリスのグループ企業が協力し、

各社の得意とする最新の装置や技術、各種サービスを展示・紹介しました。

来場者の目を引き付ける様々なディスプレイとともに、実際の装置や、構造がわかるよう3Dプリンタで

作られた小型模型、各種サービスとして、コンサルティング、教育プログラム、またIIoT関連の遠隔監視や

AIによる最適運転支援などを前面に打ち出し、多くの来場者の注目を集めました。

配当金計算書について
配当金お支払いの際にご送付しております「配当金計算
書」は、租税特別措置法の規定に基づく「支払通知書」を
兼ねております。確定申告を行う際は、その添付資料として
ご使用いただくことができます。
ただし、株式数比例配分方式をご選択いただいている
株主様につきましては、源泉徴収税額の計算は証券会社
等にて行われます。確定申告を行う際の添付資料につき
ましては、お取引の証券会社等にご確認をお願いします。
なお、配当金領収証にて配当金をお受取りの株主様に
つきましても配当金のお支払いの都度「配当金計算書」を
同封させていただいております。確定申告をなされる
株主様は大切に保管ください。


